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実践的な手術手技向上研修事業（厚労省）の平成30年度予算について 

 

 

平成30年1月26日に開催されたＣＳＴ（cadaver surgical training）推進委員会および「献体による効

果的な医療技術教育システムの普及促進に関する研究（厚労省地域医療基盤開発推進研究事業」の会議

に出席した解剖学会会員から以下のような情報が寄せられましたのでお知らせいたします。 

 

CST推進委員会の会議の席上、厚労省医政局医事課の井上裕介医事係長から、「実践的な手術手技向上研

修事業」の来年度予算について説明がありました。概要は以下の通りです。次頁の図を参照ください。 

 

１．現在国会審議中の来年度の予算では、今年度（44,549千円）に比べて約７倍の294,996千円となる

予定。 

  

２．これは、既存ＣＳＴ実施大学への委託費（85,306千円）と新規および既存CST実施大学への設備整

備費（209,690千円）に分けられる。 

  

３．委託費は既存ＣＳＴ実施大学を対象とし、さらなる実施推進および研修の充実を目的とするもの。

公募は（予算の成立を待って）年度内にも始まる予定。 

  

４．設備整備費はあらたにＣＳＴを始めようとする大学および既存実施の大学の備品購入（施設費は入

らない）のための費用の一部を支出するもの。国が費用の２分の１、都道府県が２分の１を負担する

こととなる。補助金の上限額等はまだ決まっていないが、今年度末までには決まる予定。公募は６～

７月ごろとなる見通し。各都道府県には話が行っているはずなので、都道府県との協議を行って応募

してほしい。  

  

５．これら２つの補助金は一つの大学で重複して応募することも可能である。 

  

６．厚労省としては、ＣＳＴ推進のためになるべく多くの大学に補助金を出したいと考えている。また、

これらの予算は再来年度以降も確保していきたいと考えている。 

   以上 

  

これらの情報は、未定のものも多く、今後変わる可能性がありますが、一部の公募は今年度中にも始ま

るかも知れないということですので、関係する解剖学会会員の皆様にいち早くお伝えすべき情報と判断

いたしました。今後も新しい情報が入り次第周知するよう努力いたします。なお、この件に関するお問

い合わせは厚労省医政局医事課医事係にお願いします。 

 

 

 



 


